
 

「小郡市食料・農業・農村基本計画」に則った平成２９年度事業報告＜概要版＞ 

  

＜「農業」の部＞ 

 

 

 

 

（１）認定農業者等の担い手の育成・確保 

 ○小郡市認定農業者の会 

 今後の小郡市の農業の中心的担い手として、市が認定をした農業者が、研修や情報交換などの創意工夫によ

り農業経営の改善に資する場であるとともに、地域農業の発展に寄与していくために組織された。 

 

             ○役員視察研修（１/25～26） 

○ビタミン・カラー㈱            ○たわわタウン谷山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○研修・講演会 

・「農業法人の設立について」：三井地区農業経営法人会研修会（個別相談会も別途行う） 

・「夏場の暑さ対策について（熱中症予防・対策）」：女性・新規就農者経営セミナー 

・「秋冬野菜の育苗（セルトレイ利用）について」：女性・新規就農者経営セミナー 

・「葉物野菜の病害虫について」：女性・新規就農者セミナー 

・「中核となる若手の育成」：三井地区農業振興大会 テーマ〔足腰の強い地域農業の確立〕 

・「女性経営セミナー先進地視察研修」視察先：梅の里工房、大日本産肥㈱ 

・「新規就農者セミナー（新規就農者の集い）」： 

ＪＡ青年部役員の経営拡大過程や栽培方法の講演による新規就農者支援 

・「外国人技能実習生の新制度の内容と注意点について」：三井地区雇用型経営研修 

・「農業機械の安全使用、適切な労務管理と社会保険加入、今後の農政の方向性」：農振協 

     

 

１ 多様な担い手の育成・確保 



 

 ○人・農地プラン 

  ○合計：１６８件（11/24時点） 

 ・三国：１５件、立石：５９件、小郡：２３件、御原：２６件、味坂：４５件 

 

 ○集落営農組織の法人化 

○２組織が法人化（国の「農業経営法人化等支援事業費補助金」を活用） 

・干潟営農集団組合 ⇒ 農事組合法人ひかた（９/29設立） 

・平方営農生産組合 ⇒ 農事組合法人 平方（10/25設立） 

 

 

（２）新規就農者及び後継者の育成・確保 

 ○就農相談 

○相談件数：３件（後にうち２件が、就農する） 

・親と連名での認定農業者：１件 

・認定新規就農者となり、農業次世代人材投資資金の受給を予定：１件 

 

 ○農業次世代人材投資資金（旧青年就農給付金制度） 

○（国）農業次世代人材投資資金事業（経営開始型）を活用 

・個人受給者：３人、夫婦型受給者：５組（１０人） 

 

 ○小郡市４Ｈクラブ 

 市内の若手農業者が、イベントを通じた地域貢献活動や親睦を図りながら、農業の生産技術や経営を

学ぶとともに、生活上の課題を解決する力を養うことを目的としてつくられた学習グループで、全国組

織。４Ｈとは、head（頭）、hand（手）、heart（心）、health（健康）の頭文字をとったもの。 

活動としては、園児による「芋ほり体験」や「餅つき体験」といった食育に関する事業を展開している。 

 

    ○芋ほり体験              ○餅つき体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）女性・高齢農業者等の多様な担い手への支援 

○研修・講演会      

○女性・新規就農者経営セミナー（三井地区農業振興協議会／主催） 

第１回「夏場の暑さ対策について（熱中症予防・対策）」 

「秋冬野菜の育苗（セルトレイ利用）について」、「葉物野菜の病害虫について」 

   第２回「先進地視察研修」視察先：梅の里工房、大日本産肥㈱ 

  

  ○パートナー研修（小郡市認定農業者の会／主催） 

○農事組合法人モア・ハウス（８/24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）収益性が高く安定的な農業経営の確立と地域農業の維持確保 

 ○水田農業担い手機械導入支援事業（県） 

 米・麦・大豆用の機械を導入する際に支援できる事業。 

 ○産地パワーアップ事業（国）       

活力ある高収益型園芸産地育成事業（県）  

 パイプハウス等の園芸施設や園芸用機械を導入する際に

支援できる事業。 

 ○小郡市園芸施設等整備事業（市） 

 県事業等の要件を満たすことが難しい農家に対する支援

事業。   

                                 ・鉄骨ハウス（国）  

 ○農地中間管理事業 

○平成２９年 ５月公募：貸し手（２件）⇒借り手（２件）へ   ２０筆： 19,620㎡ の集積 

○平成２９年１１月公募：貸し手（４９件）⇒借り手（２法人） ２１５筆：397,361㎡ の集積 

２ 収益性の高い農業経営の確立、競争力のある産地の育成 



 

（２）産地銘柄の確立（ブランド化）と６次産業化の促進 

○アンテナショップ「福岡久留米館」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福岡久留米館は、久留米市・大川市・小郡市・うきは市・大刀洗町・大木町の４市２町が連携して出店

したアンテナショップのこと。圏域の知名度を拡げ、全国にファンをつくり、交流人口・移住人口の増加

と特産品の販路拡大に繋げることを目的に、平成２９年７月２２日、東京の新橋にオープンした。 

 店内には、新鮮なフルーツや野菜、地酒をはじめ、匠の技が光る伝統工芸品を展示・販売している。ま

た、移住や観光に関する相談窓口を設置し、随時、イベント等も実施している。 

 本イベントは、本市及びふるさと納税をＰＲするとともに、ＪＡみい協力のもと野菜販売を行った。 

 

イベント チラシ              ↓ 全て完売しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 



 

 ○小郡市農産物特産品化事業 

市内で生産された農産物等の高付加価値化を図る農業者団体等に対し、加工品開発費やＰＲ等にかか

る費用の一部について支援を行うために、補助事業を創設した。 

 

○キヨミドリ（緑大豆）の特産品化事業 

 小郡市観光協会が事業主体となって、農業者団体である七夕の里小郡環境保全米研究会や市と連携し

て取り組んだ。活用したい農産物は、今まで本市で生産されていないものであるため、まずは、試験的生

産にご協力いただける生産者との協議から始めている。 

今年度は、商品化までの長期間に農業者よりキヨミドリを安定的に供給してもらえるよう、生産量と収

益確保のために、キヨミドリを枝豆として販売する構想を、農業者や商工業者、報道関係者へ

「EDAMAME PROJECT IN小郡」でＰＲした。 

現在、ＪＡみいと販路確保のための協議を進めている。 

また、「オータムフェスタ 2017 グルメ＆スイーツ～そして、ささえ愛～」に、キヨミドリと米粉を使

用した試作品のお菓子を無料配布し、アンケートによる意見聴取を行った。 

 

「EDAMAME PROJECT IN小郡」（10/11）発表風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オータムフェスタ 2017グルメ＆スイーツ~そして、ささえ愛~（11/26） 試食会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○環境保全米を活用した米粉の特産品化事業 

 環境保全米を活用した米粉による加工食品については、平成２９年作付が時期的に間に合わなかった

ため、主食用米で加工食品の試作を行った。試食会は、レーブ・ド・ベベととびうめにて行われた。 

 

                レーブ・ド・ベベ試食会（３/22） 

     ・シフォンケーキとクッキー              ・ベーグル 

 

                    とびうめ試食会（３/22） 

       ・鴨肉うどん（フォー）          ・鶏肉の春巻き（ライスペーパー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                      

  ・試食会風景                  



 

○七夕枝豆フェア 

 さらなる事業展開を推進していくために、宝満の市と小郡市飲食

店組合が提携して「七夕枝豆を広める会」を発足、小郡市商工会や

小郡市観光協会と連携した取り組みを行った。 

 通常事業以外に、商工会加盟業者に参加を呼びかけフェア対象店

の裾野を広げる取り組みを行うとともに、観光協会のイベントでの

ＰＲにより相乗効果を図るとともに、食育の要素を取り入れたイベ

ント展開を行った。 

 七夕枝豆を特産品としていくためには、市民に認知してもらうことが必

要であることから、平成２９年度は、収穫祭を開き（７/28～29）、七夕え

だまめフェア（８/１～14）開催をＰＲした。 

                 

 

 

  

 

 

（１）環境に配慮した農業生産の推進 

○環境保全型農業直接支払交付金事業 

 農業の持続的発展と農業の有する多面的機能の健全な発揮を促進する 

ために、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に対し 

て支援を行う。 

 エコファーマー認定者や「ふくおかエコ農産物認証」取得者で構成 

される団体が対象で、化学肥料や化学合成農薬の５割以上低減する 

ことが条件。 

 

・４グループ 

・対象面積：4,231a 

・取り組み内容：・カバークロップ・・・２件：1,138a 

・堆肥の施用・・・・・１件：   52a 

・有機農業・・・・・・２件：3,041a 

 

○ふくおかエコ認証制度 

 化学合成農薬の散布回数（成分回数）と化学肥料の使用量を、ともに県基準の半分以下で生産する栽培

計画を認証する制度。この制度に基づき生産された農産物（認証農産物）には、認証マークを貼ることが

できる。 

○市内エコ農産物認証取得者：２９戸（同一人物であっても、認証番号が異なる場合は計上） 

   ・取組面積：6,153.766a ・取組品目：うるち米、さといも、こまつな、らっきょう、大豆 

４ 環境保全型農業の推進と自然環境機能の維持 



 

○エコファーマー認証制度 

 エコファーマーとは、「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律（持続農業法）」に基づ

き、「土づくり」、「化学合成農薬の低減」、「化学肥料の低減」の３つ全てに取り組み計画を作成し、県知

事の認定を受けた農業者の愛称のこと。認定は５年間有効。 

○市内エコファーマー認証者：２戸  取組品目：水稲、麦、大豆 

 

 

○あすてらすフェスタ 

「みんなで楽しく健康づくり」を合言葉に、あすてらす設置 

以前から「小郡市民の健康づくり大会」と題して開催されて あすてらすフェスタH29.10.29出店風景 

いたイベント。                      

 「毎日食べるお米だから、身体に良いものがいい！そん

な方に、『環境保全型農業』で生産されたお米を紹介！環境

保全型農業とは、有機農業や化学肥料や農薬を県が定める

基準の 1/2 以下しか使用せずに作付しており、人にも環境

にも優しい農業のことです」 

展示コーナーにおいて、「農薬を半分しか使用しない中、

どうやってお米をつくるのか？」をパネル展示し、実際に

環境保全米の試食を行って、「安全・安心なお米ってどんな

お米？」なのかというＰＲに努めた。 

 

 

○耕畜連携 

 畜産農家と耕作農家が協定を結び、水田で生産した飼料用作物を畜産農家に提供するとともに、家畜

の堆肥を水田に還元し、土づくりを行う事業。 

  ○耕畜連携件数：２２件 

 


